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連絡事項 

 

11月 13日(火)で生物材料学の講義は終了しました。受講生で単位が必
要な人は、下記の課題についてのレポートを作成し江前敏晴宛て送っ

てください。締め切りは 11月 30日(金)です。 

以上  江前敏晴 

 

レポート課題レポート課題レポート課題レポート課題 

（１）叩解について次の点から説明せよ。 

(ア) 離解との違い 

(イ) 繊維が受ける作用と繊維の変化 

(ウ) 叩解の程度を評価する方法 

（２）紙に対する液体の浸透について答えよ。 

(ア) 紙の液体浸透を表す Lucas-Washburnの式は右に示すとお

りで、1 本の毛管（断面積が円）に液体が吸収される速

度を表している。ここで、あるミネラルオイルの表面張

力が 30（mN/m＝ミリニュートン/メートル）で、粘度が

15（mPa･s＝ミリパスカル×秒）、紙の繊維表面とオイル

との接触角が 0°とする。繊維間の 1 つのポア（隙間）

を半径 0.20（µm＝マイクロメートル）の円形断面をもつ

毛管と仮定すると、オイルは、このポアに吸収され始め

てから 0.10秒後に距離何µm進むことになるか計算せよ。 

(イ) 紙は多孔質な構造であり、毛管が厚さ方向に並んだモ

デルを考える（右図参照）。この毛管の半径 Rは一定で、

曲がりくねることなく紙の表から裏にまっすぐ伸びて

いると仮定する。密度が同じ紙で半径 R の異なる 2 つ

のモデルを考える。つまり図の紙の面積 A に占める毛

管断面積（円）の合計面積が同じで本数 nが異なる 2つの紙を考えることになる。

半径の大小により、同じ面積 Aから液体が浸透する速度（同じ時間に浸透する液

体量）は毛管半径の大小によりどちらが大きいか考えよ。 
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l: 浸透深さ 

R: 毛管半径 

γ: 表面張力 

θ: 接触角 

η: 液体の粘度 

t: 時間 


